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特 記 仕 様 書 

 

業務委託名 ：神野浄水場再構築事業基本設計及びＰＰＰ／ＰＦＩ導入可能性調査等業務委託 

 

業務の場所 ：佐賀市若宮三丁目６番６０号 

 

履 行 期 間 ：契約締結の日から令和９年３月１７日まで 

 

業 務 概 要 ：神野浄水場更新に係る基本設計および大和地区再編に係る基本設計、 

ＰＰＰ／ＰＦＩ導入可能性調査、事業評価（費用対効果分析） 

 

第１章 総 則 

 

（適用範囲） 

第１条 この仕様書は、佐賀市上下水道局が発注する神野浄水場再構築事業基本設計及びＰＰ

Ｐ／ＰＦＩ導入可能性調査等業務委託に適用する。 

 

（背景と課題） 

第２条 本市は、基幹浄水場である神野浄水場（50,000 ㎥/日）、神野第２浄水場（35,000 ㎥/

日）から佐賀地区へ供給のほか、佐賀東部水道企業団（以下、「企業団」）から佐賀地区、大

和地区の一部と諸富地区へ、佐賀西部広域水道企業団から久保田地区へそれぞれ受水してい

る。また、山間部にある大和地区および富士地区においては、地下水、ダム水（嘉瀬川ダム）

の複数の浄水施設から供給している。   

今後人口減少などによる水需要の減少に伴い、水道料金収入の減少が予想される中、保有

している水道資産の老朽化が進んでいる。 

特に、佐賀地区へ供給している基幹浄水場である神野浄水場（50,000 ㎥/日）および神野

第２浄水場（35,000 ㎥/日）は、共に稼働から４０年以上を経過し、施設の老朽化が進行し

ていることに加え、必要な耐震性を有していない施設がある。また、大和地区へ供給してい

る井戸施設は、井戸水源能力が低下し、一部の施設は法定耐用年数を超過していることに加

え、必要な耐震性を有していない施設がある。このことから、令和４年度から令和６年度に

かけて本市水道事業の将来における基幹水道施設の基本構想計画の調査・検討を行い、「浄

水施設再構築基本構想」の策定を行っている。  

 

（業務目的） 

第３条 前述の記載のとおり料金収入の減少が予想される状況においては、効率的に工事を進

める必要があるとともに、他施設との再編等による本市水道事業全体の効率化、供用開始時

における適正な水需要量施設容量、風水害等の災害対応等に対する考え方を総合的に検討し、
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事業の最適化を図ることが重要である。神野浄水場更新までには１０年以上の期間を要する

と想定しており、この間における既存施設の災害対策も検討しておく必要がある。 

このような経緯を踏まえ、神野浄水場再構築事業基本設計（神野浄水場更新に係る基本設

計および大和地区再編に係る基本設計）、ＰＰＰ／ＰＦＩ導入可能性調査、事業評価（費用対

効果分析）を実施し、佐賀地区および大和地区の基幹施設の統廃合に係る総合的な基本設計

を行うことを目的とする。 

 

（配置技術者） 

第４条 管理技術者、照査技術者及び担当技術者は、神野浄水場再構築事業基本設計及びＰＰ

Ｐ／ＰＦＩ導入可能性調査業務委託に係るプロポーザル実施説明書に明記している条件を

満たす技術者を配置するものでなければならない。 

 

（一般事項） 

第５条 本業務に必要な関係諸官公署との協議及び調整等を行うものとし、手続きは受注者の

負担において迅速に処理しなければならない。 

 

２ 本仕様書に明記されてない事項又は疑義が生じた場合は、発注者、受注者協議の上決定す

るものとする。 

 

第２章 業 務 

 

（業務内容） 

第６条 本業務は、既存施設を稼働しながら更新を行うために必要な基本設計を行うものであ

る。設計にあたっては、現状の運転管理における問題点・課題を抽出整理し、経済性、施工

性、維持管理性等を踏まえた合理的な更新方法を検討することとし、神野浄水場更新に係る

基本設計およびＰＰＰ／ＰＦＩ導入可能性調査、事業評価（費用対効果分析）と佐賀地区お

よび大和地区の基幹施設の統廃合に係る総合的な基本設計を実施するものである。 

 

２ 業務内容 

 業務内容については、以下のとおりである。 

１）設計協議 

２）現地調査 

３）既存資料収集・整理 

４）神野浄水場更新基本設計 

５）神野浄水場配水池基本設計 

６）既存浄水場概略撤去設計 

７）大和地区再編基本設計 

８）ＰＰＰ／ＰＦＩ導入可能性調査 

９）事業評価（費用対効果分析）  
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１） 設計協議 

当業務遂行に必要な協議を適切な時期に行う。 

 

２） 現地調査 

当業務遂行に必要な現地踏査および調査確認を行う。 

また、神野浄水場更新基本設計、大和地区再編基本設計に必要な下記の測量および地

質調査を行う。 

① 測量    約 37,600 ㎡（神野浄水場、神野第２浄水場） 

約 1,520 ㎡（金立圧送所） 

② 地質調査  約 45m 3 本 

 

３） 既存資料収集・整理 

当業務遂行に必要な既存資料を収集し、整理を行う。 

 

４） 神野浄水場更新基本設計 

現地調査や既存資料の整理した内容を基に神野浄水場の更新基本設計を行う。 

設計対象数量は、48,000m3/日である。 

① 基本条件の確認 

令和４年度から令和６年度に実施した「浄水施設再構築基本構想策定業務委託」

（以下、「浄水施設再構築基本構想」）の検討内容を踏まえ、基本条件として、神野

浄水場・配水池更新に向けた基本条件を整理する。 

② 処理フローの検討 

過年度実施した、浄水施設再構築基本構想における検討内容を精査し、③に示す

運転・維持管理方法の検討結果も踏まえて新設神野浄水場の浄水、排水処理方法を

検討する。 

③ 維持管理方法の検討 

運転員等の維持管理体制、水質監視項目、浄水場見学、配置計画、浄水場内維持

管理動線の検討等に必要な検討を行う。 

④ 配置計画検討 

測量、地質調査、処理フロー等の検討結果を踏まえ、施工性・経済性・維持管理

性等の項目について総合的に比較検討し、浄水場施設の配置検討を行う。 

⑤ 施設計画 

必要な施設及び設備について、各工種（土木・建築・機械・電気）において、既

設浄水場との関連にも配慮し、施設容量や形式等の検討を行う。 

⑥ 段階的運用の検討 

既存施設の運用方法、切替え手順、仮設備の必要性等を検討する。 

⑦ 水理検討 

浄水、排水施設の水理計算により、計画地盤高、各施設の水位を検討する。 
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⑧ 施工方法の検討 

施工中の水運用計画を十分に配慮し、地質調査、周辺状況、その他関連資料に基

づく経済的な施工方法、必要工期、工事における搬出入計画等を検討する。 

⑨ 基本設計図の作成 

検討結果を報告書に取りまとめ、各種（土木・建築・機械・電気）の基本設計図

の作成、概算事業費の算出、概略工事工程表を作成し、基本設計図書として整理する。 

⑩ 審査 

工程上必要な時期に照査技術者により設計内容の照査を行う。 

 

５） 神野浄水場内配水池基本設計 

現地調査や既存資料の整理した内容を基に場内配水池の基本設計を行う。 

・設計対象数量 24,000m3/日 

① 基本条件の確認 

資料収集及び現地調査から下記を確認及び整理する。 

② 維持管理方法の検討 

維持管理体制やその他維持管理方法（制御弁、流量計測、緊急遮断弁等）の検

討を行う。 

③ 配置計画検討 

 計画用地において、施工性・管理動線を考慮して最適配置の検討を行う。 

④ 施設計画 

 必要な施設及び設備について、配水池、構造形式、基礎形式、内面塗装の必要

性、配管形式、弁類設備について検討を行う。  

⑤ 水位関係の検討 

 更新基本設計における水理計算との整合を考慮し、配水池水位関係、送配水管

接続位置の検討を行う。 

⑥ 段階的運用の検討 

既存施設の運用方法、切替え手順、仮設備の必要性等を検討する 

⑦ 施工方式比較検討 

 施工方法について検討を行う。  

⑧ 基本設計図書作成 

 検討結果を報告書に取りまとめ、基本設計図の作成、概算事業費の算出、概略

工事工程表を作成し、基本設計図書として整理する。 

⑨ 審査 

 工程上必要な時期に照査技術者により設計内容の照査を行う。 

 

６） 既存浄水場概略撤去設計 

神野浄水場更新事業に必要な既存神野浄水場（50,000m3/日 昭和 43 年稼働）、神野第

２浄水場（35,000m3/日 昭和 53 年稼働）の撤去設計について施工性、経済性などを考慮
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した合理的な撤去計画を検討する。また、撤去計画に基づき、各施設の撤去工事に必要

な概略設計を行い、撤去工事に係る概略工事費の算出、概略工程表の作成を行う。 

 

７） 大和地区再編設計（金立圧送所を拠点とした大和地区統廃合） 

金立圧送所を拠点とした大和地区の統廃合について必要となるポンプ場の基本設計お

よび送水管の基本設計、既設送配水管の改良基本設計を行う。また、再編工事に係る概

略工事費の算出、概略工程表の作成を行う。各施設の規模概要は下記のとおりとする。 

 

① ポンプ場新設基本設計   ：計画送水量 約 6,160m3/日 

（金立圧送所既存施設の撤去基本設計を含む） 

② 送水管新設基本設計    ：φ400mm 約 3,800m 程度 

③ 既設送配水管改良基本設計 ：φ300mm 約 1,700m 程度 

ただし、送水管基本設計および送配水管改良基本設計においては、ルート上の急な曲

がり・水路横断・推進工法などの要所箇所について、概算工事費の算定にあたり、算定

精度を高める必要があることを留意の上、そのために必要とする設計を行うこととする。 

 

８） ＰＰＰ／ＰＦＩ導入可能性調査 

佐賀市神野浄水場更新事業における整備期間や財政負担等の縮減、効率化を図るため、

官民連携手法であるＰＰＰ／ＰＦＩ等の導入可能性についての調査・検討を行う。 

 

① 官民連携の基本事項の整理 

事業手法の検討に当たり、本事業の目的、必要性、現状分析等について整理を行

う。また、本事業において関連する法制度や、財政、税制等の支援措置等について確

認し、整理を行う。 

 

② 事業スキームの検討 

本事業を行う上で想定されるＰＰＰ／ＰＦＩ等の導入手法を抽出し、各手法の特徴

等を整理するとともに、本施設整備における事業手法及び事業形態、事業範囲、事業

期間等の事業スキームについての検討を行う。 

 

③ 民間事業者の参入可能性調査 

想定する事業手法、事業スキーム等を踏まえ、本施設へのＰＰＰ／ＰＦＩ等の導入

に関する市場調査を行う。 

④ 費用効果の試算 

本事業でＰＰＰ／ＰＦＩ 手法を実施した場合の効果について、定性・定量の両面か

らの検討を行う。 
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⑤ 総合評価 

総合評価として、ＰＰＰ／ＰＦＩ 手法を実施する場合に想定されるリスクを抽出し、

官民のリスク分担に関する考え方を検討し、事業制約の条件、事業スキーム、ＶＦＭ

の達成の見込み、民間事業者の参加見込み、発注方式の各項目について整理を行う。 

 

⑥ 報告書等の作成 

上記の検討を踏まえた、検討経過および資料を整理した報告書の作成や成果品の作成

を行い、庁内説明等に必要な概要版の作成も行う。また、ＰＰＰ／ＰＦＩ等の事業の実

施にあたっての課題についても整理し、その対策等の検討を行う。 

 

９） 事業評価 

神野浄水場更新事業評価の基礎資料とするため、費用対効果分析を実施する。なお、国

土交通省に提出する資料となるため、令和 6年 6 月に国土交通省が改定した「国土交通省

所管公共事業の新規事業採択時評価実施要領」等に基づき、資料作成を行う。 

① 現状把握及び資料収集・整理 

本市の地勢、人口の推移、産業の推移など水道事業を取り巻く社会経済情勢の現状

を把握し、神野浄水場更新事業に関する資料等事業評価を行うために必要となる資料

を収集し、整理を行う。 

② 事業の概要整理 

①で収集した資料等により、神野浄水場更新事業の概要の整理を行う。 

③ 事業をめぐる社会経済情勢等の整理(水需要予測含む) 

事業をめぐる社会経済情勢等について分析を行う。また、水需給予測は、佐賀市全体

について検討し、神野浄水場更新事業の位置付けの検証を行う。 

④ 事業進捗状況の整理 

これまでの事業進捗状況を整理し、事業推進にあたっての課題の整理と解決策を提案

するとともに、実現可能性の判断を行い、現実的な工事工程等の検証を行う。 

⑤ 新技術の活用、コスト縮減・代替案の可能性検証 

事業評価に際し、新たに開発された技術、コスト縮減に結びつく方策等について適用

可能性を調査し、代替案を立案して比較検証を行う。 

⑥ 費用対効果分析 

 事業により生み出される効果と事業に要する費用を比較し、事業の妥当性を検討し

整理を行う。 

⑦ 報告書等の作成 

  資料を取りまとめ、国土交通省に提出する報告書のとりまとめを行い、庁内説明等に

必要な概要版の作成も行う。 



別紙１ 

 

 7 

（対象範囲） 

第７条 本業務における対象施設は、以下のとおりとする。 

① 対象浄水場（佐賀地区、大和地区）※令和５年度末現在 

 

※ １日最大給水量（１日平均給水量）は、令和５年度概算値である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

給水地区 

名称 

浄水施設 

名称 
水源 

施設能力 

※取得年度 

井戸水源 

能力 

１日最大給水量 

(1日平均給水量) 

佐賀地区 

神野浄水場 

嘉瀬川水系 

多布施川 

50,000m3/日 

※昭和43年度 

－ 
40,000㎥/日 

(31,000㎥/日) 

神野第２ 

浄水場 

35,000m3/日 

※昭和53年度 

【受水】 

佐賀東部水道企業団 

北茂安浄水場 

筑後川 － － 

計画受水量 

20,500㎥/日 

 

※協定水量 

32,603㎥/日 

大和地区 

春日第１ 

浄水場 

地下水 

2,920㎥/日 

※昭和34年度 
1,550㎥/日 

2,500㎥/日 

(2,000㎥/日) 

春日第２ 

浄水場 

2,380㎥/日 

※平成3年度 
870㎥/日 

川上浄水場 
2,310㎥/日 

※平成11年度 
2,310㎥/日 

計 
63,000㎥/日 

(53,500㎥/日) 
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② 対象浄水場等位置図（佐賀地区、大和地区） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 浄水フロー図（神野浄水場、神野第２浄水場） 
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④ 再構築模式図（佐賀地区、大和地区） 

自然流下

圧
送

第２水源地

第１水源地

第４水源地

第３水源地

春日第１浄水場

春日第２浄水場

川上配水池

春日配水池

第５水源地 川上浄水場
圧送

神野浄水場

50,000㎥/日

神野第２浄水場

35,000㎥/日

金立高所配水池

筑後川
北茂安

浄水場

白壁中

継

中原

調整池

佐賀地区

諸富地区

自

然
流
下

圧送

兵庫渕受水地点

自然流下

圧送

自然流下

（横馬場地区）

横馬場高所配水

金立圧送所

配水池

圧送

嘉瀬川 嘉瀬川浄水場 牛尾配水池

自

然
流
下

久保田地区
下新ケ江受水点

北田受水点

【佐賀東部水道企業団】

【佐賀西部広域水道企業団】

横馬場圧送所
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第３章 打ち合わせ及び検査 

 

（品質保証） 

第８条 業務完了後、受注者の過失又は疎漏に起因する不良箇所が発見された場合は、速やか

に訂正を行うものとする。 

 

（打ち合わせ） 

第９条 受注者は、業務着手時、中間、納品取りまとめ時に調査職員と打ち合わせを実施し、

業務の進捗に支障のないようにするものとする。 

 

（検査） 

第１０条 受注者は、作業中絶えず点検及び品質管理を行い、作業の最終段階においては全体

的な点検、検査を行うものとする。 

 

（成果品） 

第１１条 提出すべき成果品及び提出部数は次のとおりとする。 

報告書    黒表紙金文字        ３部 

設計図面  （Ａ１・Ａ２・Ａ３）     １式 

概要説明書  簡易製本          ５部 

電子媒体   ＣＤ－ＲまたはＤＶＤ－Ｒ等 １式 

 

（その他） 

第１２条 受注者は、その他発注者が必要とする書類、図書等については、監督員の指示によ

り速やかに作成するものとする。 

 


